
− 43 −

 

 

 

 

 

 

１ 研究課題  

 子どもとともに育つ保育者 

 

２ 研究・研修の視点 

  保育者は、子どもにとってよき理解者であり、共同作業者であり、指標となるべき存在でもある。

子どもは、人間性豊かな保育者のもとで、安心感や安定感をもちながら園生活を送ることができるよ

うになる。様々な遊びや生活からの学びは、義務教育及びその後の教育の基礎、さらには生涯にわた

る人間形成の基礎を培うものである。保育者が自らの経験を豊かなものにすることで、子どもの遊び

や生活を深めること、さらには充実させることにつなげていきたい。 

  子どもとの生活の中で、保育者は日々を学び成長し続ける存在として、出会い、成長を助け、子ど

もとともに現在を構築し、子どもとの間の体験を省察する。保育を省察するために、保育を互いに見

合い、意見交換を重ねることで、保育者自身が園や自分の保育のよさ、及び課題について、深い理解

を得ていくように、園全体でも常に教育・保育理念や教育課程を理解し、改善につなげていくことが

重要となる。 

保育や子どもの姿について様々な観点で、同僚と語り合い学び合う園内研修や、保育者一人一人が

自らの持ち味を生かすための、キャリアに応じた断続的な研修の受講は園内の組織の活性化につなが

る。 

子どもたちの人間形成の基礎に大きく関わる私たち保育者は、これからも園内外での研修を充実さ

せ、自己研鑽に努め、子どもたちとともに育ちあいながら教育の質の向上に努めていきたい。 

 

３ 主な研究・研修の内容と計画 

 (１) 主な研究・研修の内容 

   ・ 仕事の効率化、組織の活性化について意見を出し合い共通理解を図る。 

   ・ より良い保育につながる園内研修をおこなう。 

   ・ 本研究が、“子どもとともに育つ保育者”にどうつながっていくのか検証する。 

 (２) 研修計画 

   ・ 令和２年度 

     本園の教育内容、行事の見直しと改善、及び積極的に園内研修を計画・実施し、保育者のキ

ャリアアップを目指す。 

   ・ 令和３年度 

     前年度の研究を踏まえ、新たな課題の見直しと改善を図る。保育者のキャリアアップがどの

ように子どもに反映されたのかを検証し、継続した取り組みとなるように位置付ける。 

 

第５分科会 

 仕事の効率化と組織の活性化 
 を考える 

問題提起園 

問題提起者 緒方 愛 
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 研究の 要 

(１)  研究・研修 のとらえ  

仕事の効率化と組織の活性化を える  

を研究の とし、 仕事の効率化 と 

組織の活性化 という２つの から、 

園の現 を えて 間で意見や課題を出し 

あい、視点、 向性をより なものにし、 

その上で保育にどうつなげていくか える 

ことにする。 

(２)  研究の内容 

 仕事の効率化 

 行事内容の見直し、年間行事・活 に見通しを てる。 
年度はじめに行事の見直しを図り、 の を行ったが、ま ま 改善が 要であ

る。 
行事 後に を き、反省と 年度はどうするか改善点まで し合い を

している。 を しておくことで 年度、改善点を踏まえ に ち合わせを行うこ

とができる。 
 

 行事 の見える化を図る。 
行事を行う 、 ・ 置・ 付け ・ の き を や 付きで に

し している。 年度この を見ながら を行うことにより、 間の や れ

につながり、 日の きも できるようになった。また、もし行事を経験していない

でも見ながらであれ できるという 点もある。 
 

 を する。 
の が な 間 での ・ の に がとられる。 の 応 間が

あまりとれない。このような 題点から というアプリを し、 の を

行った。 
< の 点> 
・ 保 者からの を の および 人の で受け付けられ

る。 
・ 出 の 、お え 間、 り 、保 者からの を全 が するこ

とができるので え れを 、 の共 を図られる。 
・ に をとられ まった 間に する けで 。 
・ りや園 りをアプリ上で保 者に送 できるので ・ の 間を省き、

の にもつながる。 
・ や感 の 生 などを に らせることができる。 

 
 

(付 を った ップ) 
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 を してみて 
・ 出 、 えの 間、子どもの体 が 間で ようになった。 
・ 事 が になり、 の“お 事”に する が された。 
・ 保 者によっては、活 ができていない人もいる。 

アプリを していない。 
事 や、送 の など、ま していない人がいる。 

園からの を あるものに して、活 を す。 
・ 日や 間に関 なく が るので、 や に る。 

 日 ・ 日及び 間外の については、 が れることがあることを

前もって らせるなど、 の 作りをする。 
 

 組織の活性化 

 定こども園であるが、合同での園内研修が ない。 
     ２ 、３ とに リキ や一日の を けている。

２ は一 に一 の保育者の 置で人 に がなく、 はおやつ、 の

間もあるので、 園でまとまった 間を けることが しいことが課題としてあげら

れる。 
 

 園内研修を充実させ、 の保育者の保育の様子を見て研究できる 会を ける。 
保育活 において子どもたち一人一人に も した し 、教育保育をすることは

常に しい。また、それは子どもの でも なってくる。 
園内研修で の の様子や保育者の教育 を見ることによって、自らの教育

を いものにできると共に、自分のこれまでの教育 を 観的に分 することが

できる。また、研修 の の保育者は見学者から改善点を見極めてもらい 効

が める。互いに意見することで の え をより理解でき、保育者同 の人間関

もより良いものになる う。 
さらに、 の研修会 でその の キ である講 や関 者に積極的に質 し

を得ることで保育者として なる成長が見 めるのではない うか。 
 

 リ化を  
事も経験を重ねると か 題が き、それを解 しなけれ ならない に の事

や などから 解を くものである。大 の 合、これで なく解 できる

かもしれない。しかし、これで現 上の成長がこの できる うか。 よりも

に良くしようと努 しなけれ 組織は より 人の活性化すら めないのではない

うか。 
保育の現 で えると、まったく同じ性 、 の子どもは にも にも一人

も存在しない。保育者は 置かれている に して な教育を き めていく 要

があり、常に 的にならなけれ ならない。 
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上の理 から、園内研究保育を定 的に実施すれ 、その 度新たな教育 を見

出し、自らの教育を分 、研究できる。組織の一 として保育者一人一人が研修を通し

て学び 共 し、それらを自らの キ として活 することで組織は活性化できるの

ではない うか。 
(３)  研究の取り組み 

 行事の見直し、保育の れを えた年間計画、教育課程の作成。 

 の 。 

 園 と保育園 の 間の共通理解と 。 

 園内研修会の計画及び実施。(令和２年度は、 ・１ ・１ の 定) 

 年 の関わりを やす。 

 実 事 を研修、研究し保育に反映させる。 

( )  研修、研究の実  

・ 園 と保育園 の共通理解と を図るための 合せ 作成。 

(３) ( １) 

   を作成したことで、互いの 定やそれに する の きが分かりやすくなり、

ち合わせにかかる 間も できるようになった。 

   ・ 園内研究の実施。(３) ( ２) 

       の保育者の保育を見ることが、よい となり、新しいことに する意 や、 、

、 の交換、 の の向上につながった。 

・ の えから までを通して、事 を踏まえながら保育の を園内研修会で

取り上げた。(３) ( ３) 

   学年 との実 事 を めて、活 の れ、教 や遊びについて えてみたことで、 年

度の保育の ( )が がった。 

( )  まとめ・ 後の研究課題 

の研究に取り組 にあたり、 間で意見を出し合い、 し合いができたことは、互いの

えを り、共通の課題や園としての 向性を理解しあううえで、かなり 意義であった。 後

は、行事の見直しを めるとともに、実 事 をもとに、園内研修会を行い、より しい取り組

み・生活の れを えた取り組みができるように目指したい。 

研究はま まった かりであるが、 られた 間の中で、目の前の子どもの を と

しながら、どのように仕事を効率化し、どのように組織を活性化させ、それを保育者自身のキャ

リアアップにつなげ、さらには、どのように子どもとともに育っていけるのか、 子化、保育者

、 題の い中ではあるが、園全体で し合いながら積極的に課題に取り組 でいきた

い。 
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日 曜 ゆかり(３～５歳児) サッカー体操 どんぐり(０～２歳児) 準備　等 給食等 その他 出張等

1 金
2 土 弁当
3 日 憲法記念日
4 月 みどりの日
5 火 子どもの日

6 水 振替休日

7 木 衣替え(夏服着用) 体操教室
8 金
9 土 弁当
10 日
11 月 　　　　　　　　　　　個人面談
12 火 交通安全教室 サッカー 交通安全教室
13 水 内科検診１０：００～ 内科検診１０：００～ 職員健康診断

14 木 (春の親子遠足) 弁当 体操教室
15 金 誕生会(ほし組)

16 土 弁当
17 日
18 月
19 火 サッカー 　中央中職場体験

20 水 ６月カリキュラム　　誕準備

21 木 誕生会 体操教室
22 金 避難訓練 避難訓練
23 土 弁当
24 日
25 月 ひよこ・こあら 自由遊び環境準備

26 火 自由遊び 自由遊び
27 水
28 木 ほし 体操教室
29 金 月末統計 ぞう 徴収袋渡し（６月分）

30 土 (土曜参観)　　　　　
31 日

<活動> <目標>

・挨拶や返事は元気よくしましょう
<うた>
おべんとうのうた
おかあさんのうた <その他留意事項>
ふしぎなポケット
せっけんさん ・手洗い指導

・マスク使用
こいのぼり ・消毒液使用

・毎朝の健康観察、検温

　　苗とりまとめ　　　日まで
・健康、安全に生活する方法を知る

・自然の変化に気付き植物を育てる楽しみを知る

　資料１　　幼稚園部と保育園部の共通理解を図るための打合せレジメ　

おはようクレヨン
園歌

・内科検診を受ける

<努力目標>
・春の親子遠足に参加する
・植物を育てる

ことりのうた

園だより２９日　クラスだより１５日、２９日　　　　エンジョイタイム、音楽教室日程、キラキラお話の会
父の日試作　　　　　　尿検査日　　熊毛発表にむけて

・交通安全教室に参加する

・クラスの野菜栽培計画

令和2年度　5月　カリキュラム

　個人面談は今後の状況で判断

※自由遊びの環境準備をどうするか

※コロナウィルスの影響により

※土曜預かりは原則、前週の
火曜日が申し込み締め切り

・母の日のプレゼントを作る
・友だちと仲良く、給食・お弁当を食べる

・避難訓練に参加する

・コロナウィルス感染拡大防止に努める
　１４日(木)親子遠足
　３０日(土)土曜参観

　　１１日の週に植える

・集団生活の決まりを知る

中止
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幼児の活動 指導 の留意 準備・その他

10 00 遊 室に集まる(全園児)

にあ せて体を動かす

　　ラン ン 、スキップ

　　ケン 、スライ 　など

10 20 お話 のこっこさん を振り返る

　・ 場人物に をも

10 30 表 遊び のこっこさん をする

　・うさぎ・・お がすいている

　・ ラ・・ 子

　・ み・・ をひいている

　・こっこさん・・ を む

　・キ とこっこさん

友だちの動きにも をもたせる

10 50 活動したことに いて話し合う

　・今日は、どんなことをしたか

　・どんなことが楽しかったか

11 00 保育室に る

資料　２　園内 保育　保育指導

令和 年度 園内研究保育指

をよく いて楽しく活動する
お話 のこっこさん をもとに、友だちとイメージを共 し、体を動かして遊 ことを楽し

む

　ら
い

子どもの 子を て３歳児から５歳
児までが理解できるように 足を
ながらゆっくり振り返る

幼児
の

園に けての に ってきているが、保育 の話を 分 いただけで して動
いてしまう子どもや、人の 子保育 の動きが気になり、場 や を え に や
動をとってしまう子ども等、 ち着きの い事もし し ある

体を動かすこと、リ ム遊びは きで、 んで っている 全員がスキップできるようにな
り、動きながら友だちとの を意 できるようになってきている

日は、全園児を としたリ ム遊びに参加し、年 組として手 の動きができるよう
に していきたい

い も通りに め、 と体がほぐ
て、動きやすくなるようにする

　として、また職員 の場として園全体で り組んでいきたい

・３歳から５歳までの が く、共通理解を図るような けが難しかった
・ った に、子どもたちが楽しみ、ひと の活動に をかけたので、 内で
　の保育内 を らせることが出 なかった
・参観という 観 な 場で、クラスの子どもの 子をみることができ、 しい発 が出 た

ールの に分か て り、 足
になる ( 、 の いに 意する)

・リ ム遊びをすることは、体の使い方だけでなく 感や他 とのス ー 感、話を く力、
　できたことからくる自 など、 ら ることが く 年 の にもなるので した活動

がけを くし、お話のイメージ、
動物のイメージを共 する

・ のこっこさん のお
話を事前に(お話の

に) 話で かせ、
をもたせておく

個 の動きを め、楽しく動けるよう
にし、子どもからの表 や を り

ていく

保育 が、キ になる事でお話の
（表 ）をより かなものにする

に ながるように話し合いをす
すめる 楽しかったと う気 ちで、

り、 に を てるようにする
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